
8q
昭和59年5月15日　④東さ

．かな
ー

回

出
畠想
井

　
前
回
は
昭
和
十
七
年
五
月
二
十
五

日
に
農
林
省
か
ら
測
馳
器
具
の
送
付

状
が
届
い
た
ま
で
を
述
べ
た
が
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

こ
で
ベ
ン
は
一
転
し
て
、
わ
が
中
里

村
の
繁
栄
に
も
大
き
な
役
割
を
果
し

た
津
南
原
開
拓
め
概
況
を
記
述
し
て

み
た
い
。

　
こ
の
原
地
の
標
高
は
最
低
二
八
○

米
、
最
尚
七
〇
〇
米
。
実
測
而
積

一
、
二
七
一
町
歩
。
内
津
南
町
九
四

四
町
六
反
。
中
里
村
分
三
二
六
町
九

反
で
こ
の
七
三
％
は
山
林
で
あ
っ

た
．
戦
後
緊
急
開
拓
に
基
づ
く
事
業

で
あ
っ
て
、
昭
和
二
十
一
年
新
潟
県

農
業
会
が
国
の
委
託
を
受
け
て
開
拓

事
業
に
着
手
し
た
。
と
こ
ろ
が
同
二

て
農
林
省
に
移
管
、
国
の
唯
轄
工
事

　
　
　
　
轟
㍉
隔
馳
べ
．

　
　
人
生
往
来

◎
産
声

　
子
の
名
　
　
父
の
名
　
　
部
落
名

喜

重

＋
三
年
国
の
委
託
嚢
が
壁
さ
れ
一
は
三
百
町
歩
の
盟
が
護
植
付

　
　
　
　
　
　
　
。
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と
し
て
農
林
省
水
沢
津
南
開
拓
建
設

挙
業
所
に
よ
っ
て
施
工
さ
れ
、
昭
和

二
十
九
年
に
国
営
工
事
は
竣
功
し

た
。
総
事
業
費
は
一
億
数
千
万
円
に

達
し
、
開
拓
建
設
基
幹
工
事
（
取
水

え
ん
堤
、
道
水
路
、
榴
池
等
）
が
出

来
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
、
昭
和
二

十
二
年
十
二
月
か
ら
翌
年
九
月
ま
で

土
地
の
買
収
が
行
な
わ
れ
、
七
十
七

戸
が
入
植
し
六
百
十
六
戸
の
増
反
者

が
決
定
し
た
。
そ
の
後
、
最
終
目
的

で
あ
っ
た
三
百
町
歩
の
開
田
を
実
施

す
る
た
め
に
こ
の
地
区
を
正
面
原
土

榊
地
改
良
区
に
編
入
し
団
体
営
亭
業
と

，
し
て
昭
利
三
十
一
年
十
一
月
か
ら
工

事
に
着
手
し
た
。
三
十
七
年
七
月
に

一
さ
れ
た
が
、
こ
の
間
素
堀
り
で
あ
っ

長正　惣繁達潤．広之
　　成一　　 一
吉信　郎雄雄郎光成
芋
川如通土田荒田小小
蟄奪畠倉中屋中原出

た
導
水
路
、
幹
線
水
路
簿
取
水
施
設
一

の
舗
強
工
事
も
完
了
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
関
係
農
家
」
戸
当
り
平
均

四
、
三
反
の
耕
地
が
拡
大
さ
れ
、
反

当
二
石
四
斗
の
生
産
を
見
込
む
と

七
、
二
百
石
の
収
穫
が
あ
る
こ
と
に

な
る
。
な
翁
主
な
基
幹
施
設
は
次
の

と
翁
り
で
あ
っ
た
。

津
南
原
開
拓
主
要
施
設

大
場
取
水
堰
堤
　
堰
堤
高
三
二
〇
米

　
堤
長
　
一
、
四
二
〇
米

大
場
導
水
路
　
延
長
四
、
四
四
四
米

　
鼠
大
取
水
蚤
　
一
、
六
七
屯

大
谷
内
溜
池
　
貯
水
蛍
五
二
五
、
O

　
　
　
　
　
　
O
O
屯

　
満
水
面
積
　
一
四
町
三
反

　
潅
概
面
積
　
二
七
〇
町
歩

幹
線
水
路
二
本
延
長
八
、
三
一
五
米

雑
水
山
用
水
路
延
畏
五
、
三
二
五
米

幹
線
道
路
　
延
長
二
四
九
〇
〇
米

　
以
上
極
く
縮
め
た
記
録
を
ざ
っ
と

見
る
と
き
、
あ
の
大
事
業
も
極
め
て

た
ん
ノ
￥
と
進
捗
し
た
か
の
よ
う
に

見
え
る
が
、
そ
の
内
悩
に
お
い
て
は

他
八
の
う
か
が
う
こ
と
の
出
来
な
い

幾
多
の
困
難
な
醐
題
が
あ
っ
た
で
あ

ろ
し
、
前
後
二
十
年
に
近
い
地
域
住

民
の
困
難
な
問
題
が
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
し
、
前
後
二
十
年
に
近
い
地
域
住

民
の
忍
耐
と
苦
難
の
積
み
重
ね
と
も

う
ひ
と
つ
和
哀
協
力
の
賜
で
あ
ろ
う

こ
と
を
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
私
が
な
ぜ
津
南
原
開
拓
の

こ
と
を
書
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

地
域
一
、
二
七
一
町
歩
の
内
、
三
二

六
町
九
反
が
中
里
村
の
分
で
あ
る
。

率
南
原
開
拓
が
他
目
に
は
比
較
的
順

調
に
完
成
し
た
の
に
、
当
闘
山
麓
が

昭
和
十
七
年
の
股
林
省
第
一
次
測
麓

以
来
、
調
査
、
設
計
の
繰
返
し
が
幾

度
か
、
今
日
な
お
測
猷
調
査
が
続
け

ら
れ
て
い
る
段
階
な
の
で
、
指
導
者

に
政
治
力
が
な
か
っ
た
の
じ
ゃ
な
い

か
と
か
、
臼
分
だ
け
の
慾
が
強
い
と
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子
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田
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井
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司
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桑
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こ
ろ
だ
、
水
沢
村
の
封
建
笹
の
強
さ

が
た
た
り
を
な
し
た
等
六
、
お
よ
そ

こ
の
開
拓
に
無
縁
の
人
達
か
ら
幾
度

か
批
判
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

　
な
る
ほ
ど
他
人
か
ら
眺
め
た
当
問

山
麓
段
斤
地
の
広
さ
、
地
力
の
良
さ

標
晶
の
低
さ
、
勾
配
の
緩
さ
、
開
拓

適
地
が
ど
う
し
て
こ
う
も
い
つ
ま
で

も
笈
則
的
な
状
態
に
お
か
れ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
と
不
留
が
っ
た
り
、

歯
痒
い
こ
と
に
お
も
わ
れ
る
の
も
無

理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
だ
．
が
し
か

し
、
す
べ
て
事
，
の
成
る
成
ら
ざ
る
は

必
す
そ
れ
相
当
の
要
素
な
り
原
因
、

理
田
が
あ
る
筈
で
こ
の
開
拓
事
業
に

も
沢
山
の
原
因
が
あ
っ
た
。
自
分
が

毎
日
生
活
し
て
い
る
処
だ
か
ら
み
ん

な
解
っ
て
い
る
。
い
ま
さ
ら
こ
と
改

め
て
轡
き
た
て
る
程
の
こ
と
も
な
い

と
す
れ
ぱ
そ
れ
ま
で
で
あ
る
。
し
か

し
今
日
ま
で
ど
れ
だ
け
多
く
の
人
が

関
係
し
、
地
域
発
展
を
願
っ
て
犠
牲

と
奉
仕
に
尽
し
た
だ
ろ
う
か
…
…
考

え
て
み
る
と
き
あ
ら
た
め
て
既
往
を

省
り
み
て
そ
の
原
因
を
探
究
し
、
こ

れ
を
解
明
し
て
み
た
い
思
い
に
．
駆
ら

れ
る
の
は
私
一
人
だ
け
で
あ
ろ
う

か
。
　
　
、
　
　
　
（
以
下
次
号
）

　
ヨ
お
ね
ら
せ
ヨ

年
金
の
免
除
は

　
国
民
年
金
も
四
年
目
を
む
か
え
被

保
険
者
の
方
六
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
よ
り
．
当
村
も
適
用
、
納
入
と
も
に

百
％
達
成
に
も
う
一
歩
と
い
う
と
こ

ろ
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
も

　
　
　
’
　
墨
－
　
，

又
、
保
険
料
免
除
印
請
の
手
締
き
の

時
期
が
ま
い
り
ま
し
た
が
（
三
十
九

年
四
月
か
ら
四
十
年
三
月
）
こ
の
免

除
甲
請
は
毎
年
申
請
す
る
の
で
あ
っ

て
今
年
免
除
申
請
し
た
か
ら
来
年
は

申
請
し
な
く
て
も
自
動
的
に
免
除
に

な
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
被

保
険
者
の
方
六
の
中
に
は
免
除
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
誤
解
し
て
い
る
方

も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
免
除
と
い
う
こ
と
は
国
民
年
金
の

保
険
料
を
納
入
す
る
こ
と
が
非
常
に

困
難
で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
所
得
が
な

い
場
合
で
、
一
年
間
保
険
料
を
免
除
す

る
わ
け
で
す
。
又
免
除
承
認
七
て
お

り
ま
し
て
も
生
活
が
豊
か
に
な
り
保

険
料
を
納
入
し
た
い
方
は
前
十
年
間

ま
で
追
納
（
潮
っ
て
）
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
保
険
料
を
納

入
す
る
こ
と
が
困
難
だ
と
い
う
方
は

申
請
せ
す
に
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
か

な
い
こ
と
で
す
。
滞
納
し
て
お
り
ま

す
と
せ
っ
か
く
加
入
し
て
お
り
ま
し

て
も
年
金
の
恩
典
に
浴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
免
除
説
明
、

受
付
等
に
つ
い
て
は
先
般
区
長
会
で

も
話
を
し
ま
し
た
が
、
役
場
国
民
年

金
係
で
は
各
部
落
の
区
長
さ
ん
方
の

ご
都
合
を
聞
合
わ
せ
た
上
部
落
説
明

会
を
実
施
す
ぺ
く
計
圃
を
た
て
て
い

ま
す
。

な
っ
て
い
ま
す
。

等
を
含
む
）
が
＋
六
万
円
以
下

▽
免
除
基
準
の
概
要
は
次
の
よ
う
に

◆
前
年
の
総
所
得
（
山
林
、
退
職
金

冨
嚢
の
評
繧
が
二
＋
万
円

以
下
◆
そ
の
他
家
庭
に
病
人
が
い
る
と
か

の
状
況
、
家
族
の
構
成
人
員
、
災
害

を
受
け
た
場
合
、
世
帯
主
が
地
方
税

法
で
定
め
る
障
害
者
、
寡
婦
で
あ
る

と
き
等
。
そ
の
他
家
庭
の
実
情
に
よ

り
規
定
よ
り
若
午
の
巾
が
あ
0
ま
す

　
免
除
申
請
の
受
付
け
は
三
月
十
六

日
よ
り
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　
ー
墨
馨
c
讐
↓

な
か
さ
と
文
芸

　
　
ー
三
月
投
句
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桂
　
仙

陽
の
恩
や
氷
柱
大
き
く
崩
れ
行
く

南
風
や
木
六
胎
動
を
覚
え
け
り
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
声

五
十
路
我
句
会
へ
ふ
む
や
春
の
雪

孫
も
座
に
金
婚
祝
う
花
咲
く
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
来
子

パ
チ
ン
コ
の
店
賑
へ
る
雪
の
街

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桂
　
仙

獣
め
く
白
痴
の
孕
み
山
笑
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
　
牛

老
猫
の
鼠
も
獲
ら
す
春
近
し

　
　
席
題
『
彼
　
距
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
声

彼
岸
寺
に
詣
づ
る
君
の
後
姿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桂
　
仙

春
彼
岸
似
た
者
多
く
集
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
来
子

彼
岸
会
に
布
子
の
婆
は
背
を
曲
げ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
　
牛

，
鴉
な
く
大
慈
大
悲
の
彼
岸
会
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
来
子

彼
岸
会
の
鐘
た
だ
よ
え
る
雪
の
村

昭和59年，3丹15釦東さかf》第9鰐（禦畿饅鯛）　な

響
瀞
瓢
器

回
部
行
公
先
引
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1

一
－
　
村
　
　
　
数

月
価
発
里
男
女
計
帯

毎
定
　
中
　
　
　
　
世

　
　
　
　
　
　
現
在
人
口

1
昭
和
三
十
九
年
度
ー

中
里
村
予
算
成
立
す

醐
般
会
計

特
別
会
計

　
昭
和
三
十
九
年
度
予
算
は
、
去
る

三
月
十
二
日
よ
り
六
日
間
の
会
期
を

も
っ
て
開
か
れ
た
村
簾
会
で
、
慎
重

審
議
の
結
果
、
原
案
通
り
議
決
さ
れ

た
。
予
算
の
概
要
は
別
掲
の
と
お
り

で
あ
る
が
、
一
般
会
計
に
お
い
て
一

億
一
千
二
百
七
十
七
万
一
千
円
、
特

別
会
計
（
総
計
）
に
お
い
て
、
四
千

三
百
五
十
一
万
三
千
円
と
そ
れ
ぞ
れ

未
曽
有
の
当
初
予
算
規
模
と
な
っ
た

わ
け
，
で
あ
る
。

▽
村
長
予
算
説
明
の
概
要

　
三
＋
九
年
度
予
算
の
編
成
に
あ
た

っ
て
は
あ
く
ま
で
も
健
全
財
政
を
堅

持
す
δ
構
え
で
編
成
し
た
。
才
入
に

つ
い
て
は
三
十
九
年
度
に
お
い
て
見

込
ま
れ
る
も
の
を
ほ
と
ん
ど
出
し

た
。
し
た
が
っ
て
才
出
予
算
も
こ
れ

に
見
合
う
も
の
と
な
り
、
弾
力
性
は

う
す
く
な
っ
た
．
翌
度
誕
と
し
一

て
当
初
い
く
つ
か
の
扇
業
を
計
画
し

て
勘
た
だ
、
継
続
的
な
も
の
を
解
決

し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
こ
ろ
か

ら
、
新
規
事
業
の
計
画
に
は
制
約
が

加
え
ら
れ
、
結
果
的
に
は
充
分
村
民

の
期
待
に
添
え
得
な
い
面
も
あ
る
こ

と
は
残
念
で
あ
る
。

　
才
入
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
民
税

の
本
文
方
式
の
採
用
に
よ
る
減
税
は

一
応
見
込
ま
す
、
減
税
補
て
ん
の
間

題
と
と
も
に
後
日
、
補
正
し
て
行
く

考
え
で
あ
る
。
そ
の
他
地
方
交
付

税
、
特
定
財
源
と
し
て
の
国
吸
補
助

金
も
着
干
の
延
び
は
見
込
ま
れ
る

が
、
期
待
で
き
る
額
に
は
達
し
な
い

状
況
で
あ
る
。

　
才
出
に
つ
い
て
は
、
一
般
行
政
費

は
現
状
維
持
と
し
、
健
全
な
合
理
的

劇
一
二
、
七
七
幽
千
円

四
三
、
五
欄
三
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

運
営
を
す
す
め
て
い
く

　
新
規
蹴
桑
と
し
て
、
民
生
費
に
お

い
て
は
、
児
煎
舘
の
建
設
を
計
画
し

小
学
校
入
学
前
児
蹴
及
び
十
八
才
未

満
の
児
敢
の
健
全
育
成
を
図
る
。

　
農
林
水
産
業
費
は
、
例
年
主
と
し

て
こ
こ
に
重
点
を
傾
注
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
い
ま
だ
育
成
の
段

階
に
あ
る
諸
事
業
が
多
い
た
め
、
考

え
て
い
る
事
業
に
相
当
な
経
質
を
投

入
す
る
こ
と
が
、
財
政
上
思
う
に
委

せ
な
か
っ
た
。
と
く
に
農
業
構
造
改

善
事
業
、
段
丘
地
開
発
事
業
等
に
つ

い
て
は
予
算
上
か
な
ら
す
し
も
而
額

を
　
　
ま
れ
な
か
っ
た
ゆ
し
か
し
ケ

謡
裟
慰
て
是
斐
施
し
た
い

考
え
で
あ
る
。

　
土
木
費
に
つ
い
て
は
主
と
し
て
県

．
事
業
に
伴
な
う
地
｝
兀
負
担
金
で
あ
る

キ’x予芽の石教『‡誘威比
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力
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

　
全
般
的
に
は
財
政
上
の
見
地
か
ら

村
民
の
期
待
に
充
分
添
い
傳
な
か
っ

た
点
多
六
あ
り
ま
す
が
今
後
一
層
の

御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
立
派

な
中
里
村
が
具
現
さ
れ
る
こ
と
を
願

う
も
の
で
あ
る
。
．

　
【
昭
和
三
十
九
年
度

　
　
　
　
　
予
算
の
概
要
】

▽
一
般
会
計
予
算

◇
才
入
合
計
一
一
二
、
七
七
一
千
円

村
膿
粉
　
　
　
三
三
、
四
七
一
千
円

地
方
交
付
税
　
四
二
、
二
九
四
千
円

分
担
金
及
び
偽
担
金

　
　
　
　
　
　
　
五
、
一
四
八
千
円

使
用
料
及
び
手
数
料
　
七
九
五
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
、

が
、
村
m
独
と
し
て
も
修
繕
補
修
費
ま
で
も
な
い
。

等
を
見
込
ん
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
皿
　
三
十
九
年
度
事
業
は
財
政
上
か
ら

　
教
育
費
は
、
学
校
施
設
の
充
実
に
思
う
よ
う
に
は
出
来
得
な
い
が
、
国

つ
い
て
学
区
民
の
強
い
嬰
求
も
あ
っ
一
県
事
業
を
な
る
ぺ
く
多
く
と
り
入
れ

た
が
、
財
政
上
当
初
に
は
見
込
む
こ
一
て
い
き
た
い
．
国
会
で
の
三
＋
九
年

と
が
出
来
な
か
っ
た
．
と
く
に
清
跳
翠
算
雰
が
未
決
定
で
あ
建

峡
小
、
模
中
、
田
沢
中
の
増
改
築
一
め
、
そ
の
具
体
製
こ
と
に
つ
い
て

雛
ゆ
華
顯
難
麗
霧
駕
励
藁

し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
一
と
お
も
わ
れ
る
の
で
今
後
推
進
に
努

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

国
庫
支
出
金

県
文
出
金

財
産
収
入

寄
附
金

繰
入
金

繰
越
金

諸
収
入

村
債

　
オ
　
　
ガ
ベ

雛㎜民生
費

衛
生
費

一一商
工
費

蘇舩一
教
育
費

展
林
水
産
業
費
三
一

輔
旧
費

一
八
八
八
千
円

一
七
、
六
〇
七
千
円

　
　
七
一
三
千
円

　
　
四
一
〇
千
円

　
　
　
　
　
一
千
円

　
　
一
一
〇
〇
千
円

六
、
七
二
六
千
円

三
、
五
〇
〇
千
円

一
二
、
七
七
一
千
円

二
、
〇
二
六
千
円

一
七
、
一
二
六
千
円

二
二
、
七
一
二
千
円

　
三
、
三
七
八
千
円

　
　
、
九
二
六
千
円

　
六
、
五
西
．
五
千
円

九
、
七
六
〇
千
円

五
、
九
七
九
千
円

　
三
、
〇
三
六
千
円

一
七
、
九
七
七
千
円

　
　
　
三
〇
六
千
円

5監

備
費
　
　
一
、
○
○
♀
凹

▽
国
保
特
別
会
計
合
計
　
　
　
＆

　
　
　
　
　
　
三
五
、
〇
五
二
千
周

亭
業
勘
定
　
　
二
八
、
九
〇
三
千
円

頂
営
診
療
施
設
勘
定

　
　
　
　
　
　
六
、
一
四
九
千
円

▽
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
、

　
　
　
　
　
　
　
五
、
八
四
三
午
円

▽
簡
易
水
道
癖
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
二
、
六
一
八
千
円

歯
科
ほ
て
つ

　
　
　
　
　
　
（
人
歯
）

　
　
　
四
月
一
旧
か
ら

　
　
　
保
険
給
付

　
国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
歯
科
ほ

て
つ
（
義
歯
、
金
属
冠
な
ど
）
に
つ

い
て
は
、
保
険
給
付
の
対
象
に
あ
り

な
が
ら
い
ま
ま
で
は
療
養
費
払
い

　
（
か
か
っ
た
人
が
都
度
、
医
療
機
関

の
窓
ロ
ヘ
全
．
額
支
払
っ
て
後
で
国
保

窓
口
で
保
険
給
付
分
を
受
け
る
）
と

一
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
よ
い
よ
四
月

　
一
日
か
ら
療
養
給
付
取
扱
い
（
一
般

の
医
師
に
か
か
っ
た
と
き
と
同
じ
に

　
一
部
魚
担
金
を
窓
口
に
支
払
う
だ

け
）
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
で
入
歯
や
金
属
を
冠
し

蟄
担
は
軽
る
く
な
る
わ
け
で
す
。

　
　
し
か
し
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

た
場
合
な
ど
の
と
き
の
み
な
さ
ん
の

社
会
保
険
の
適
応
基
雄
が
あ
る
た
め

な
ん
で
も
適
用
す
る
と
い
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
保
険
医
に
よ

く
相
談
し
て
紛
療
を
受
け
る
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。
　
　
　
（
国
保
係
）
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触
農
業
問
題
座
談
会
W

農
業
近
代
化
を
め
ぐ
り
、
農
村
は
い
ま
、
さ
ま
ざ
ま
な
間
題
状
況
を
呈
し

な
が
ら
大
き
く
変
動
し
つ
つ
あ
る
。
自
立
農
家
育
成
を
め
ざ
す
構
造
改
善

事
業
が
す
す
め
ら
れ
よ
う
と
い
う
一
方
で
は
、
農
業
だ
け
で
は
生
活
が
維

持
で
き
な
い
と
兼
業
化
も
さ
か
ん
だ
。
農
家
の
後
継
ぎ
が
い
な
い
と
い
う

深
刻
な
問
題
も
出
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
村
で
も
い
よ
い
よ
今
春
か
ら
本

格
的
に
構
造
改
善
事
業
の
実
施
計
画
が
練
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ

で
公
民
舘
で
は
、
す
で
に
近
代
化
に
向
っ
て
意
欲
的
な
経
営
を
行
な
っ
て

い
る
田
沢
地
区
の
先
進
農
家
並
び
に
、
役
場
、
農
協
へ
普
及
所
な
ど
指
導

機
関
の
関
係
者
か
ら
集
っ
て
い
た
だ
き
、
村
の
農
業
間
題
に
つ
い
て
忌
た

ん
な
い
ご
意
見
を
き
か
せ
て
も
ら
っ
た
．

　
司
会
ま
す
現
状
や
ら
、
間
題
点

に
つ
い
て
。

　
A
　
な
ん
と
い
っ
て
も
経
営
規
模

を
大
き
く
し
て
い
か
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
ア
レ
も

コ
レ
も
で
な
く
、
二
つ
か
三
っ
ぐ
ら

い
の
作
目
に
し
ぽ
る
こ
と
だ
。
先
進

県
で
は
ほ
と
ん
ど
そ
う
い
う
か
た
ち

だ
。
そ
し
て
、
村
の
指
導
機
関
の
一

貫
し
た
方
針
が
た
て
ら
れ
て
い
る
こ

と
だ
。

　
B
、
根
本
的
な
間
題
だ
が
、
村
が

農
業
を
主
要
産
業
と
し
て
、
農
家
も

又
農
業
を
企
業
的
に
考
え
て
い
る
か
．

ど
う
か
だ
。
単
に
生
活
維
持
の
た
め

の
農
業
で
は
と
て
も
近
代
化
に
は
つ

い
て
い
け
な
い
。

・
C
農
家
が
か
な
り
の
資
本
を
投

じ
て
企
業
的
な
経
営
を
や
る
に
は
、

現
在
の
経
済
情
勢
は
あ
ま
り
に
も
不

安
定
過
ぎ
る
。

　
B
　
い
ま
の
よ
う
な
流
通
機
構
で

，
は
あ
る
程
度
の
不
安
定
は
し
か
た
が

な
い
。
経
済
の
見
通
し
が
立
ち
に
く

い
の
は
役
場
や
農
協
と
て
も
同
じ
こ

と
だ
が
、
だ
い
じ
な
こ
と
は
役
場
や

農
協
が
農
家
の
よ
き
相
談
相
手
に
な

る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
D
　
肥
育
牛
の
多
頭
飼
育
を
は
じ

め
る
た
め
に
、
近
代
化
資
金
で
事
業

費
の
八
十
％
は
な
ん
と
か
融
資
し
て

も
ら
っ
た
が
、
こ
れ
で
は
素
牛
、
飼

料
代
が
な
い
。
ど
う
し
て
も
か
な
り

の
自
己
資
金
が
な
い
と
や
れ
な
い
。

農
協
か
ら
借
入
れ
よ
う
と
し
て
も
二

　
出
　
席
　
者

小
原
　
　
　
　
樋
口
培
夫

如
来
寺
　
　
　
　
富
井
　
博

白
羽
毛
　
　
　
　
　
樋
口
　
新
吉

役
場
産
業
建
設
課
　
高
野
　
荘
一

農
業
協
同
組
合
　
　
村
山
正
二
郎

津
南
地
区

　
　
　
　
　
　
　
樋
口
虎
次
郎

農
改
普
及
所

司
会
　
　
　
中
里
村
公
民
舘

　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
〉

【
写
真
は
農
業
座
談
会
の
よ
う
す
】

十
万
円
と
い
う
限
度
額
が
あ
り
そ
れ

以
上
は
ダ
メ
、
こ
れ
で
は
農
家
は
な

か
な
か
経
営
改
善
に
ふ
み
き
れ
な

い
。
　
B
　
近
代
化
資
金
で
は
繁
殖
牛
導

入
に
は
融
資
が
あ
る
が
、
肥
育
牛
に

は
な
い
。
だ
か
ら
こ
う
い
う
面
こ
そ

役
場
や
農
協
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
べ

き
だ
。

　
C
　
と
に
か
く
農
家
が
な
に
か
一

つ
や
っ
て
み
よ
う
と
お
も
っ
て
も
、

個
女
の
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い

の
が
現
実
の
す
が
た
だ
。

　
E
県
は
総
合
開
発
計
画
を
打
ち

出
し
た
が
、
こ
れ
に
対
応
し
て
村
と

し
て
も
振
興
計
画
を
た
て
る
必
要
が

あ
る
。
年
女
二
種
兼
業
農
家
は
増
え

て
き
て
い
る
が
、
こ
の
実
態
を
よ
く

つ
か
ん
で
、
中
里
村
農
業
の
将
来
の

あ
る
べ
き
す
が
た
を
想
定
し
、
そ
の

上
に
立
っ
で
の
農
業
振
興
計
画
が
な

ん
と
し
て
も
必
要
だ
。
そ
し
て
役
場

農
協
が
が
っ
ち
り
と
提
携
し
て
い
く

こ
と
だ
。

　
B
　
農
家
が
ど
う
い
う
か
た
ち
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
將

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
珊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
．
鴨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴫
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
順

な
っ
て
い
く
の
か
と
い
っ
て
も
、
し

ぱ
ら
く
は
兼
業
農
家
が
増
え
る
の
は

止
む
を
得
な
い
。
し
か
し
、
企
業
的

な
農
業
経
営
は
そ
う
い
う
農
家
で
は

無
理
だ
。
そ
こ
で
企
業
化
し
た
専
業

農
家
を
育
成
す
る
と
な
る
と
、
一
部

農
家
に
だ
け
金
を
か
け
る
こ
と
に
反

対
が
で
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
る

程
度
割
り
切
っ
た
考
え
方
で
、
や
る

気
の
あ
る
農
家
を
育
成
し
て
い
く
よ

よ
り
仕
方
が
な
い
。

、
C
　
協
業
化
も
だ
い
じ
だ
。
企
業

化
し
て
い
く
と
な
れ
ぱ
と
て
も
ア
レ

灘
o
o
・
。
赫
罷
・
．
”
器
聾
”
”
”
肥
筋
”
”
”
”
聾
”
”
”
器
誌
”
”
ll
器
器
”
器
鰻

㎜
噸

㎜
7
、
煙
草
、
養
蚕
な
ど
の

陣
旧
に
よ
る
棲
合
経
営
で
、

キ
躍
て
い
る
農
家
が
あ
る
。

お

㎜
㎜
営
を
紹
介
し
た
い
。

㎜
㎜

も
コ
レ
も
は
で
き
な
い
の
だ
か
ら
、

畜
産
を
や
る
人
は
水
田
は
人
に
委
す

と
い
う
よ
う
な
方
式
で
経
営
を
専
門

化
し
て
い
く
。

　
E
そ
れ
も
い
い
こ
と
だ
が
ど
う

も
農
地
法
が
ジ
ャ
マ
に
な
る
。
農
地

信
託
制
度
な
ど
も
あ
ま
り
成
功
例
を

き
か
な
い
よ
う
だ
。

　
B
　
い
ま
の
制
度
は
適
用
の
範
囲

が
せ
ま
す
ぎ
る
。

　
司
会
農
協
の
強
化
も
だ
い
じ
だ

と
お
も
う
が
。

　
B
　
率
直
に
い
っ
て
農
協
は
弱
体

農
業
所
得
の
増
加
に
よ
る
自
立
経
営
農
家
を
目
ざ
し
、

脚
中
里
村
に
も
稲
作
部
門
以
外
の
、
苗
木
、
畜
産
、
ホ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚
部
門
を
組
み
合
せ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
ケ
タ
農
業
に
意
欲
を
燃
や
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
月
よ
り
こ
れ
ら
の
農
家
の
経

養
豚
の
多
頭
飼
育

　
　
　
　
小
原
樋
口
　
培
夫

　
　
水
田
八
十
四
ア
ー
ル
、
畑
二
十

　
五
ア
ー
ル
、
養
豚
五
十
～
六
十
頭

　
　
（
年
間
百
頭
～
百
二
十
頭
出
荷
目

　
標
）
、
農
業
従
事
者
三
人
の
稲

　
作
、
養
豚
を
基
幹
と
す
る
複
合
経

　
営
で
あ
る
。
「
稲
作
の
み
に
よ
る

　
積
極
的
経
営
拡
大
は
ち
ょ
っ
と
望

　
め
な
い
の
で
養
豚
の
多
頭
飼
育
に

　
ふ
み
き
っ
た
」
o
と
云
う
樋
口
培

●
●
夫
さ
ん
で
あ
る
。

　
　
昭
和
三
十
七
年
、
農
業
近
代
化

氏

資
金
の
借
入
に
よ
っ
て
豚
舎
を
新

築
、
更
に
三
十
八
年
増
築
し
て
、

常
時
五
十
～
六
十
頭
の
飼
育
規
模

と
し
た
。

　
樋
口
さ
ん
は
畑
が
少
な
く
、
養

豚
飼
料
と
し
て
は
甘
藷
、
馬
鈴
薯

＋
ア
葛
ル
、
ク
ロ
ー
バ
五
ア
ー
ル

の
自
給
飼
料
で
、
飼
料
の
大
部
分

が
購
入
配
合
飼
料
で
あ
り
、
仔
豚

の
離
乳
後
、
出
荷
体
重
八
十
～
八

十
五
～
に
す
る
に
購
入
飼
料
費
一

す
ぎ
る
。
そ
れ
を
一
方
的
に
組
合
員

に
結
び
つ
け
る
前
に
、
農
協
当
事
者

も
も
っ
と
勉
強
し
て
も
ら
い
た
い
点

も
あ
る
。

　
E
農
協
が
強
化
さ
れ
る
た
め
に

も
合
併
間
題
を
も
っ
と
し
ん
け
ん
に

考
え
て
ほ
し
い
。

　
D
た
だ
合
併
し
て
大
き
く
な
っ

て
も
農
協
の
強
化
に
は
な
ら
な
い
。

要
は
、
地
域
経
済
発
展
の
た
め
に
み

ん
な
が
協
力
し
て
い
こ
う
と
す
る
気

持
が
な
け
れ
ぱ
ダ
メ
だ
。

　
B
　
も
っ
と
高
度
な
専
門
的
知
識

頭
当
り
、
約
七
千
円
を
要
し
て
い

る
。
　
昨
年
の
樋
口
さ
ん
の
部
門
別
、

農
業
労
働
報
酬
は
次
の
よ
う
で
あ

る
。
　
（
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
診
断

に
よ
る
推
定
で
あ
る
）

　
稲
作
部
門
　
　
約
二
十
万
円

　
養
豚
部
門
　
　
約
三
十
九
万
円

　
養
豚
は
、
昨
年
七
十
九
頭
の
販

売
成
績
で
、
従
っ
て
一
頭
当
り
約

四
千
九
百
円
の
所
得
と
な
る
。

　
や
技
術
を
も
つ
人
を
求
め
る
な
ど
職

　
員
体
制
の
充
実
も
だ
い
じ
だ
。

　
　
司
会
構
造
改
蕾
事
業
に
対
す
る

　
意
見
を
。

　
　
D
は
た
し
て
農
家
が
こ
の
事
業

　
の
め
ざ
す
も
の
に
つ
い
て
い
け
る
か

　
ど
う
か
。
後
継
者
に
不
安
が
あ
る
よ

　
う
で
は
ダ
メ
だ
。
も
っ
と
農
家
個
女

一
の
し
っ
か
り
し
着
念
が
ほ
し
い
・

　
農
家
自
身
の
責
任
も
大
き
い
。

　
　
B
　
こ
の
事
業
に
は
一
応
の
限
度

　
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
期
限
と
か
事

　
　
　
　
　
　
（
三
面
へ
続
く
）
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潤
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へ
　
ぴ

　
　
以
上
の
よ
う
な
昨
年
の
経
営
成
㎜
㎜

　
果
で
あ
る
。
し
か
し
養
豚
の
場
合
膿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ロ

　
昨
年
は
、
豚
枝
肉
の
異
状
高
価
で
㎜
㎜

　
あ
っ
た
為
、
こ
の
よ
う
な
成
績
と
旧
㎜
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潟

　
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
毎
年
こ
の
識

　
よ
う
な
成
績
は
期
待
出
来
な
い
。
　
開

　
今
後
、
充
分
こ
の
養
豚
経
営
を
検
㎜
馴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嶋
旧

　
討
し
て
み
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
・

　
と
、
反
省
、
改
善
し
な
け
れ
ば
な
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

　
ら
な
い
こ
と
な
ど
本
人
も
充
分
、
　
・

　
自
覚
、
フ
ァ
イ
ト
を
燃
や
し
て
い
㎜

　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰍
．

　
　
今
後
は
、
昨
年
の
増
築
に
よ
り
織

　
養
豚
規
模
の
拡
大
と
、
更
に
多
頭
馴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
ロ

　
飼
育
の
三
年
目
と
云
う
経
験
技
術
旧

　
を
駆
使
し
て
、
合
理
的
な
経
営
が
翻

　
な
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
今
年
は
更
に
豚
舎
の
二
階
絃
数
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卿

　
定
を
計
画
し
て
い
る
。
　
　
　
　
㎜

　
っ
と
検
討
の
必
要
は
あ
る
が
㌔
、
購

■
鞭
“
嬰
籠
論
雛
餌
襲
鰻
■
・
器
”
。
・
鰍
9

・
器
嘉
篇
L
卿

・
百
羽
の
養
鶏
を
や
り
、
経
営
の
安
魑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
崩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

　
　
家
族
労
働
力
な
ど
か
ら
、
ち
ょ
淵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
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田
代
出
身
の
溜
沃
さ
ん

紺
授
褒
章
の
栄
誉

　
村
内
田
代
部
落
出
身
の
滝
沢
藤
五

郎
さ
ん
（
七
十
八
才
東
京
都
品
川
区

大
井
寺
下
町
一
、
五
八
つ
番
地
）

は
、
郷
里
田
代
の
子
供
会
育
成
基
金

十
三
万
円
を
寄
附
す
る
な
ど
こ
れ
ま

で
に
社
会
奉
仕
に
尽
さ
れ
た
功
績
に

よ
り
、
こ
の
ほ
ど
国
か
ら
紺
援
褒
章

の
栄
誉
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
藤
五
郎
さ
ん
は
田
代
部
落
の
滝
沢

久
直
さ
ん
の
血
縁
に
あ
た
る
人
で
、

若
い
頃
は
村
で
鍛
治
業
を
営
ん
だ
が

戦
前
東
京
に
出
て
努
力
し
、
い
ま
で

は
古
物
商
家
具
商
な
ど
手
広
く
事
業
ρ

を
経
営
し
て
い
ま
す
。
滝
沢
さ
ん
の

郷
土
を
愛
す
る
気
持
ち
は
一
し
お
厚

く
、
い
ま
ま
で
学
校
な
ど
へ
も
多
額

な
寄
附
を
し
た
り
部
落
の
人
達
か
ら

感
謝
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た

び
の
栄
誉
を
衷
心
よ
り
お
ギ
乙
申
七

あ
げ
ま
す
。

に希望を新た
一中学卒業生座談会

み
な
さ
ん
、
卒

業
お
め
で
と
う
。

九
年
間
の
学
校
生

活
を
お
わ
っ
て
、

就
職
に
、
進
学
に

そ
れ
ぐ
新
し
い

希
望
を
も
っ
て
出

発
さ
れ
る
わ
け
で

す
ね
。
今
日
は
み

な
さ
ん
か
ら
、
い

ま
ま
で
の
学
校
生

活
を
省
り
み
て
、

た
の
し
か
っ
た
こ

と
、
感
じ
て
き
た

こ
と
、
こ
れ
か
ら

の
抱
負
な
ど
い
ろ

い
ろ
き
か
せ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し

て
学
校
や
村
や
社
会
を
よ
く
す
る
た

め
に
、
み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
考

え
、
話
し
あ
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
　
（
公
民
舘
長
の
挨
拶
か
ら
）

司
会
先
す
卒
業
の
感
想
は
。

　
A
　
も
っ
と
充
実
し
だ
学
校
生
活

を
過
せ
ぱ
よ
か
っ
た
と
反
省
し
て
い

る
。
　
司
会
　
楽
し
か
っ
た
思
い
出
は
。

B
修
学
旅
行
で
す
。

　
全
員
　
そ
う
だ
、
そ
う
だ
。

　
司
会
　
こ
こ
ろ
残
り
の
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　
B
　
設
備
が
不
充
分
で
、
理
科
の

実
験
が
よ
く
出
来
な
か
っ
た
。

　
C
　
図
書
も
も
っ
と
た
く
さ
ん
ほ

し
か
っ
た
。

　
A
　
も
っ
と
技
術
、
家
庭
科
を
充

実
し
て
ほ
し
い
。

　
E
　
ボ
ー
ル
盤
が
あ
っ
て
も
実
習

は
で
き
な
か
っ
た
。

　
F
　
新
学
期
に
な
っ
て
も
先
生
が

き
て
く
れ
な
い
の
に
は
困
っ
た
。

　
司
会
　
生
徒
会
活
動
な
ど
に
望
み

た
い
こ
と
は
。

’
出
　
席

田
沢
中
学
校

者
－
上
原
生
子

樋
口
洋
史

恩
田
シ
ヅ
子

斉滝鈴村山山中山
藤沢木山田田島田
大節康文仁芳定正
馨子子枝美徳正子

（
文
責
・
公
民
舘
）

　
A
　
ス
ポ
ー
ッ
は
こ
れ
か
ら
も
う

ん
と
伸
ぱ
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
C
　
村
内
の
生
徒
会
が
交
流
し
て

お
互
い
の
活
動
の
よ
う
す
な
ど
を
話

し
あ
っ
て
ほ
し
い
。

　
F
　
村
内
の
中
学
生
同
志
の
つ
な

が
り
が
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
司
会
　
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
な

蓬

ど
と
意
見
が
違
う
こ
と
は
な
い
で
す

か
。
　
G
　
進
学
を
希
望
し
て
い
ま
す
が
、

学
校
を
選
ぶ
と
き
親
と
意
見
が
ち
が

っ
て
、
ち
ょ
っ
と
こ
ま
っ
た
。
大
人

は
世
間
の
評
判
を
気
に
し
す
ぎ
る
煮

思
い
ま
す
。

　
司
会
学
校
が
い
い
と
か
ど
う
と

か
で
、
そ
の
人
間
の
価
値
が
き
ま
る

も
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。

　
F
　
農
家
の
人
た
ち
は
、
人
と
協

力
す
る
気
持
ち
が
少
な
す
ぎ
る
。

　
D
　
お
互
い
に
理
解
し
あ
う
気
持

が
ほ
し
い
で
す
。

　
」
若
い
人
が
村
に
残
ら
な
け
れ

ぱ
、
よ
く
な
ら
な
い
。

　
司
会
　
こ
れ
か
ら
、
ど
ん
な
考
え

で
す
す
み
ま
す
か
。

　
A
　
社
会
に
出
て
役
に
立
つ
技
術

を
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
。

　
E
僕
は
”
考
え
る
農
業
4
で
な

い
と
ダ
メ
だ
か
ら
、
高
校
へ
行
っ
て

う
ん
と
勉
強
す
る
。

　
F
　
早
く
父
母
を
安
心
さ
せ
る
よ

う
に
な
り
た
い
。

　
G
　
将
来
は
農
家
に
嫁
ぎ
、
明
る

い
家
庭
生
活
を
築
く
っ
も
り
。

　
B
　
世
の
中
に
不
幸
な
人
が
な
く

な
る
よ
う
、
あ
た
た
か
い
こ
こ
ろ
で

生
き
た
い
。

　
H
　
な
に
ご
と
に
も
誠
心
誠
意
ぶ

つ
か
っ
て
み
る
。

　
司
会
摩
直
な
ご
感
想
を
き
か
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
な
ん
と
い
っ
て

も
健
康
が
い
ち
ぱ
ん
で
す
。
大
い
に

が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。

村
戦
員
炉
用
試
験

実
施
案
内

　
次
に
よ
り
中
里
村
職
昌
採
用
試
験

を
実
施
し
ま
す
か
ら
多
数
ご
応
募
下

さ
い
。

▼
採
用

　
一
般
行
政
職
二
名

　
採
用
予
定
期
日
　
四
月
一
日

▼
受
験
資
格

　
現
在
村
内
に
居
住
し
て
い
る
満
二

十
才
未
満
の
男
女
で
、
高
校
卒
以
上

の
学
力
を
有
す
る
者
。

▼
受
験
手
続

　
役
場
か
ら
「
申
込
書
」
を
受
け
取

り
、
必
要
な
事
を
記
入
の
う
え
役
場

へ
届
け
て
「
受
験
票
」
を
受
け
取
っ

て
下
さ
い
。
　
「
受
験
票
」
に
は
最
近

撮
影
の
写
真
一
葉
を
貼
付
し
て
受
験

当
日
持
参
し
て
下
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　
三
月
十
五
日
～
三
月
二
十
三
日

▼
試
験

①
第
一
次
試
験
（
筆
記
試
験
）

　
一
般
事
務
に
必
要
な
知
能
と
教
養

に
つ
い
て
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
三
月
二
十
五
日
午
前
十
時
よ

　
　
　
り

場
所
中
里
村
役
場

発
表
　
二
次
試
験
ま
で
に
合
格
者
に

　
　
　
通
知
し
ま
す
。

②
第
二
次
試
験
（
面
接
試
験
）

　
主
と
し
て
人
物
に
つ
い
て
実
施
し

ま
す
。

日
時
　
第
一
次
試
験
合
格
者
に
通
知

　
　
　
し
ま
す
。

場
所
中
里
村
役
場

発
表
　
三
月
三
十
一
日
に
合
格
者
に

　
　
　
通
知
し
ま
す
。

な
お
、
不
明
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
行
政
課
へ
ご
照
会
下
さ
い
。

　
　
　
　
（
二
面
よ
り
続
く
）

業
費
な
ど
に
あ
ま
り
こ
だ
わ
る
こ
と

な
く
長
い
目
で
や
る
こ
と
だ
。

　
F
　
こ
お
事
業
を
や
る
か
ら
と
い

っ
て
、
村
全
体
の
農
家
を
底
上
げ
す

る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
司
会
中
里
村
と
し
て
は
何
を
や

っ
た
ら
い
い
だ
ろ
う
か
。

　
F
　
水
稲
を
除
い
て
生
産
物
の
流

通
過
程
の
安
定
し
て
い
る
作
目
が
よ

い
。
そ
う
い
う
点
で
養
蚕
な
ど
は
自

由
化
に
も
強
い
の
で
有
利
饗
は
な
い

か
。
　
A
　
養
蚕
は
立
地
条
件
か
ら
も
適

し
て
い
る
し
、
技
術
の
点
で
も
他
に

優
る
と
も
劣
ら
な
い
。

　
E
　
し
か
し
、
中
南
米
や
東
南
ア

の
国
女
で
も
養
蚕
が
普
及
し
つ
つ
あ

る
と
い
わ
れ
る
が
、
将
来
は
国
際
競

争
も
覚
悟
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
B
　
ま
あ
一
応
基
幹
作
目
と
し
て

考
え
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。

　
司
会
畜
産
は
ど
う
か
。

　
C
　
価
格
の
変
動
が
大
き
く
む
す

か
し
い
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
ど

の
産
業
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と

で
、
そ
ん
な
こ
と
を
オ
ッ
カ
ナ
が
っ

て
い
た
ん
じ
ゃ
な
に
も
で
き
な
い
。

　
E
兼
業
農
家
で
は
無
理
だ
と
お

も
う
が
、
年
間
三
十
万
円
程
度
の
純

益
を
あ
げ
て
い
く
と
い
う
か
た
ち
が

の
ぞ
ま
」
硬
。
肥
育
牛
だ
と
年
間
＋
甲

頭
、
養
鶏
千
羽
、
養
豚
常
時
四
十
ξ

五
十
頭
ぐ
ら
い
を
他
の
経
営
部
門
と

複
合
的
に
と
り
入
れ
て
い
く
の
が
よ
』

い
と
お
も
う
。

　
B
　
畜
産
は
相
場
が
不
安
定
だ
か

ら
慎
重
に
や
る
べ
き
だ
が
、
問
題
は

中
里
村
に
ど
の
程
度
と
り
入
れ
て
い

く
か
だ
。

　
E
　
技
術
眺
に
は
間
題
は
な
い
が

価
格
安
定
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

や
は
り
政
策
的
な
配
慮
が
な
い
と
か

な
わ
な
い
。
い
ま
畜
産
の
現
状
は
、

消
費
と
生
産
が
あ
わ
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
も
っ
と
生
産
さ
れ
て
も
い
い
。

　
司
会
集
団
化
、
主
産
地
化
に
つ

い
て
は
。

　
B
　
畜
産
を
と
り
入
れ
る
条
件
は

あ
る
。
飼
料
や
販
売
の
面
か
ら
も
集

団
化
さ
れ
れ
ぱ
有
利
だ
。

　
E
　
構
造
改
善
事
業
の
中
に
入
れ

て
い
く
に
は
、
指
導
者
と
当
事
者
と

の
間
で
充
分
な
研
究
が
必
要
だ
。

　
D
　
昔
は
農
家
は
下
を
向
い
て
働

け
ぱ
メ
シ
が
食
っ
て
い
け
る
と
い
う

考
え
が
あ
っ
た
が
、
い
ま
は
そ
れ
じ

ゃ
だ
め
だ
。

　
司
会
　
で
は
、
こ
の
辺
で
。

　
　
　
　
　
　
（
文
責
・
公
民
舘
）


